
    
 

細菌に汚染された初乳が子牛の口に入ると下痢の発生が高まります。 

細菌を『入れない』『増やさない』対策を取り、子牛の下痢を予防しましょう。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

ほ乳器具に残っている「汚れ」には細菌が！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗浄はミルカーと同じ手順で！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搾乳から子牛の口に入るまでの初乳の細菌数の推移（H29.1冬期調査） 

【アルカリ性洗剤未使用の農場】            【毎回アルカリ性洗剤で洗浄している農場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バケットミルカー・ほ乳器具の洗浄例＞ 

使
用
前
殺
菌 

す
す
ぎ 

(

ア
ル
カ
リ
性
洗
剤) 

◎殺菌剤 

 目的：生菌を殺菌する 

 使用温度：40℃以下 

 

◎酸性洗剤 

 目的：無機物（乳石など）

の分解・溶解 

洗浄温度：60℃～80℃ 

◎アルカリ性洗剤 

 目的：有機物（乳脂肪や乳タンパ

ク）の分解・溶解 

 洗浄温度：５0℃～80℃ 

 器具は、専用洗剤で洗浄しましょう！ 

 初乳の管理どうしていますか？ ～管内の実態調査から(回答７１名)～ 

○初乳の保管方法（冬期） 

 人数（人） 

冷蔵・冷凍 ２２ 

水冷却 ９ 

常温保存 １７ 

その他 ２３ 

○ほ乳器具の洗浄方法 

 人数（人） 

毎回アルカリ性洗剤 １２ 

アルカリ性洗剤+酸性洗剤 ０ 

その他 ５９ 

 

 『水冷却後、冷蔵』は 

０人 

 

お湯のみ 

台所(中性)洗剤 

  など 

搾
乳
・
ほ
乳 

温
水 

洗 

浄 

す
す
ぎ 

温
水 

す
す
ぎ 

温
水 

(

酸
性
洗
剤) 

洗 

浄 

３～４日毎に実施 毎回実施 

早
急
に 

使
用
後 

0.3万 

 
夏期なら 

さらに菌数が 

増える！！ 

一般細菌数 

生乳出荷基準細
菌数（1.5万） 

大腸菌群数  

搾乳した 

時点で 

2万3千！ 

細菌を 
入れない 

46万 

26万 

酸 

ア 

使用洗剤 

酸性洗剤 

アルカリ性洗剤 

洗剤未使用 



 

細菌を増殖させないためには初乳の温度管理も大切です！ 

細菌が増えやすい 20～40℃の時間を短く！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存は冷蔵で！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水冷で素早く温度を下げ、冷蔵庫で保存！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「水冷→冷蔵」の手順で保存したときの乳温変化 

 

細菌が 

増えやすい 

温度帯 

冷蔵庫 水冷 

翌朝の乳温（5時） 

 

20℃以下になるまでに要した時間 

 

（普及センター調べ） 

 初乳を保存する場合は、水冷却してから冷蔵保存！ 

細菌を 
増やさない 

調査日  H28.7.19 

保存開始   １９時 

開始時乳温 ２5.5℃ 

処理室内気温 17℃ 

水温     14℃ 

冷蔵庫内温度４～６℃ 

 

早く温度を 

下げるのは 

水冷が効果的！ 

早く冷やすには、 

小分けにして、 

流水で冷やすことが 

有効。 

乳温は、水温や室温以下にはならない。 

長時間保存するなら、冷蔵する。 

水冷 常温 

水を入れたバケツ 

 

水冷？ 
 
常温？？ 

 

５℃以上なら、

少しずつ 

細菌が増える 
 

冷蔵庫は 

5℃以上に 

なることもある 

水冷で 

急速に 20℃以下に 

下げる。 

冷蔵庫で、さらに冷やす 

※冷蔵の場合でも翌日には

使用しましょう。 

10時間経過 

（詳しくは普及センター（TEL 0153-75-2301）までお問い合わせください。 

H29.８ 根室農業改良普及センター作成   協力：北海道酪農検定検査協会根室事業所 


